




研究目的 

新生児とくに未熟児の呼吸循環障害は児の生命のみならず,長期予後に重大な影響をあた

えるゆえ,その病態の解明・治療ならびに予防は重要な課題である。 

RDS や超未熟児の合併症として慢性肺疾患の頻度は依然として高い。本研究班はとくに慢

性肺疾患の予防対策の樹立にむけて RDS を中心に研究をおこなってきたが,今回は慢性肺

疾患の発生機序における胎内感染症の関与,酸素中毒,肺低形成における肺血管系の病理学

的検討,surfacta-nt補充RDSの肺コンプライアンス,surfactantの動態,重症呼吸不全児の

高頻度人工換気療法などについて研究をおこなった。 


